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意見交換会報告（７月１６日宝塚高校） 
 

第１班 

テーマ   娯楽施設・花火大会・防災 

参加議員名 寺本 早苗、冨川 晃太郎、持田 ちえ、中山 ゆうすけ 
参加生徒数 ３人 

 
・宝塚に、高校生が遊ぶところがない。高校生が遊ぶときには大阪のショッピングモールや 
西宮ガーデンズ、伊丹のイオンモールに行ってしまう。宝塚に娯楽施設を作れないのか。 

 
  議員:かつては宝塚駅前にボウリング場があった。それがなくなったのが無念。 
  議員:伊丹市がローラースケート場を作っているのは良いと思っている。 
  生徒:カラオケ店は宝塚市内にあるため、カラオケに行くなら市内に行くことが多い。 
     つまりボウリング場やショッピングモールも仮に市内にあればそちらに行くと思う。 
  議員:行政が作るべきなのは、カラオケ店等というよりは、より健全な遊び場だと考える。 
  議員:中学生までは公園でも遊ぶため市内で完結するが、高校生になると行動範囲が広がる 

ため、宝塚市はニーズに応えられていないのかもしれない。 
  生徒:高校生は常に目的を持って遊ぶわけでもなく、まずは友達と集まって「何をするか」 

という話になり「とりあえず梅田行くか」というような感じになる。 
  議員:つまり、洒落たカフェや涼しい公園など、友達と過ごせる場所があれば良いという話。 
  生徒:高校生でもボール遊びをしたい人もいるが、禁止の公園が多い。緩和できないのか。 
  議員:最近は市内でもボール遊びができる公園もあるので、ぜひ活用してほしい。 
  議員:充電器があったりするとより良いかもしれない。 
 
・花火大会が昔あったらしいが、復活させることはできないのか。 
 
  議員:かつての場所にはマンションが建ち、危険性や交通への影響などにより難しくなった。 
     例えば市役所の側など、場所を変えれば復活させられる可能性は残っている。 
  議員:消防や建築関係の法律上の問題で、元のスタイルでの開催は困難となっている。 
     ただ復活させたいという議員も実際にいて、提案や調整を続けているのは確かだ。 
  生徒:現在、高校生は伊丹や猪名川、淀川の花火に行っている。市内にあればいいのに。 
  議員:交通の整備など、金銭的な問題があるといわれている。 
  議員:学生･生徒や、地域の有志などで花火を発案し実現させるという取り組みが全国各地で 
     みられるようになっている。そういった取り組みを、皆も発案してくれたら嬉しい。 
  議員:提案している議員は実際にいるため、この要望の声はぜひあげつづけてほしい。その声 
     が無視できない大きさになれば、当局も前向きな判断に傾くのではないかと考える。 
   
・南海トラフ地震などの災害が起こった際に、どのような対策が考えられているのか。 
 
  議員:市役所にやってほしいという前に、まずは自分で自分を守ることを考えてほしい。 
    学校で避難訓練はしているか。 
  生徒:避難訓練は行っている。 
  議員:本気でやったほうが良いと思う。「自助･共助･公助」の順番なので、まずは自分に 

できることを友達と一緒に考えてほしい。 
  議員:それぞれの小学校単位で一時避難所を作り、小学校に行くようにしている。マンション 
     にお住まいの場合は、ご自宅での避難ということになっている。 
  議員:災害があった場合に、自分はどこに避難することになっているか知っているか。 

生徒:知っている。 
  議員:自宅での避難に備えて、防災グッズの備蓄などの準備をしていってほしい。高校生は、 
     災害があった場合には助ける側になる。防災の知識をもっておいてもらいたい。 
  議員:災害のあとにはいくつかのフェーズがある。直近の 72時間は、レスキューの人が優先的 

に現地に向かい、その後徐々に、食べ物を運ぶ車両等が訪れやすくなる。つまり、災害 
後に仮に 3-4日助けが来なくても、命を繋げるような食料や水を準備してほしい。 
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  議員:市役所も備蓄をしているが、全ての人に十分にいきわたる分までは準備できていない。 
     だからこそ、一人ひとりに備えをお願いしたい。 
  議員:南海トラフ地震では、従来の災害と比べて、相当広い範囲でインフラと物流が止まると 

いわれている。だからこそ備蓄が重要である。犬や猫のぶんも用意してあげてほしい。 
  議員:今後もし仮に、自分達が被災する災害よりも前に日本のどこかで災害が発生した場合 

は、いちどボランティアに行ってほしいと思う。私もその体験により視野が広がった。 
  議員:いつも持っているリュックにアメやチョコなどを入れておくことから始めてほしい。 

家ではなく、外出先で被災して帰れなくなることもあるからである。 
 
・宝塚市の収入に占める割合は、歌劇など観光業によるものが多いのか。 
 
  議員:比率としてはそれほど多くはない。かつては遊園地があり、そこへの観光客は多かっ 

た。ただ今も、手塚記念館・文芸センター・寺社仏閣・競馬場などが人気である。 
  議員:公営施設の売上は市のお金になるが、民営施設の売上は直接的には市に入らない。 
     ただ、企業の本社所在地が宝塚市にあれば、法人税という形で納められる。 
  議員:歌劇場も、本社が宝塚市内に移転したため、税収は入ってくる形になっている。 
  議員:宿がある街かどうかが、観光業が賑わうポイントである。かつて温泉の街だった名残 

で、一定数の宿が存在している。 
  議員:宝塚市は国際観光都市としてインバウンドを受け入れており、それで賑わうことを 
    目指している。 

 
・高校生の皆さんはどのような活動をされているのか（議員質問）。 
 
  生徒:生徒会では、文化祭や行事の準備・運営や、逆瀬川センターにおけるカエルキャラバン 

運営の事前学習などに取り組んでいる。 
  議員:生徒会のミッションは何か。 
  生徒:文化祭において、食品の模擬店の店舗数を増やしたいと考えている。そのために電力 
     の問題を解決しなければならないため、発電機について学んでいる。 
  議員:高校生でも請願が出せるし、全国においては実例があるため、提案して下さったら議会 

としても協力していきたいと考えている。チャレンジしてもらいたい。 
  生徒:バイオリンに取り組んでいる。 
  議員:バイオリン部はあるのか。 
  生徒:バイオリン部はないので、家で取り組んでいる。 
  生徒:スケートボードに取り組んでいる。ただ場所がないので、家の前で取り組んでいる。 
  議員:場所があったらいいと思う。 
  議員:この学校では何人くらいが取り組んでいるのか。 
  生徒:10人くらいではないかと思う。 
  議員:それを聞き、結構人口が多いと感じた。要望する人が増えていけば、政治でもスケート 

ボード場の整備に取り組む流れができてくるかもしれない。 
 

・通学方法はバス通学か（議員質問）。 
 
  生徒:バス通学である。 
  議員:バスの便数などについての不満はないか。 
  生徒:生徒用の便もあるなど、現在は不便していない。 
 
・ぜひ、議場にも傍聴に来てほしい。議場コンサートというのもある。いつかバイオリンを 
弾いてもらう日が来るかもしれない（議員質問）。 
 

  生徒:こども議会に、生徒代表として出席するので、その時に自分は行く。 
  議員:こども議員に選ばれたのか。それは是非とも頑張ってもらいたい。 
  議員:これは私たちが傍聴に行って、君の活躍を見届けないといけない。 
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意見交換会報告（７月１６日宝塚高校） 

 

第２班 

テーマ   高校生が考えるまちづくり 

参加議員名 伊庭 聡、田中 こう、大島 千都世 

参加生徒数 ５人 

 

①「まちが“よくなる”とは、どんな状態？」 

・「安心して過ごせる」「困っている人が助けてもらえる」「帰り道に楽しめる場所がある」な

どの声があがりました。 

 

②「“よくなる”ために何が必要？」 

・「もっと高校生の声を聞いてほしい」「気軽に話せる場所がいる」「自分たちもまちづくりに

関わりたい」など、主体的な姿勢が印象的でした。 

 

③「宝塚市の“改善してほしいところ”は？」 

・「道路が狭い、特に小林方面の通学路が危険」 

・「放課後に集まれる場所がない。カフェやボウリング場、カラオケ、スタバみたいなところが

ほしい」 

・「スポーツ内科がない。明石市は医療費が安いのに宝塚は高い。もっと若者に手厚くし    

て」 

・「バスが少ない。次の便まで時間が空きすぎている」 

 

高校生のリアルな声から、日常の不便さや「居場所のなさ」が浮き彫りになりました。 
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意見交換会報告（７月１６日宝塚高校） 

 

第３班 

テーマ   住みたいまち、選ばれるまち宝塚になるためには 

参加議員名 三宅 浩二、坂本 篤史、川口 じゅん 

参加生徒数 ３人 

 

①まず宝塚市・西宮市・三田市とそれぞれ住んでいる自治体が異なる３人だったので、それぞれ

の地域と比較して、「宝塚市のいいところ」をあげてもらう 

 

・交通の便がいい（阪急やＪＲ） 

・治安がいい 

・カフェなど美味しいお店が多い 

・市内でも右岸・左岸に異なる地域性があり、興味深い 

 

②次に「宝塚市に足らないところ」「宝塚市になにが欲しい？」など、もっとこうなったらいい

な！というところをあげてもらう 

 

・ボウリングやゲームセンター、カラオケなどの娯楽施設 

・BBQやフルーツ狩りができる場所 

・スケボーパーク、バスケやスケート場など身体を動かせる場所や公園 

 

いずれも子どもたちだけでアクセスできる場所が望ましい（車の運転ができないので、逆瀬川の

アピアなど駅近や公共交通でお友達同士と行ける場所に） 

 

 

市内で遊ぶ場所がないから、西宮北口や梅田で遊んでいることが多い 

 

③最後に「これからも、これからの世代も住みたくなるまち」になるためにどうしたらいいの

か、意見を出し合う 

 

「子育てにかかる費用、教育にかかる費用のサポートがあれば、いい」 

↓ 

医療費や教育費に関して、国でも無償化していたり、無償化に向け動いている現状を議員から説

明（無償化だけでは、差別化をはかれない、選んでもらえない） 

↓ 

近隣自治体の中で「宝塚を選んでもらう」にはどうしたらいいと思う？ 

議員から、若い世代や子育て世帯の生活を支える「家賃のサポート」、尼崎市は「落第忍者乱太

郎とのコラボ」、鳥取県境港市は「水木しげる・妖怪の町」など、その市の独自性のアピール、

シティプロモーションの事例 

↓ 

「手塚治虫」や「観光・文化の取組」をアピールは？ 

↓ 

手塚キャラクターのラッピング電車など、阪急や東宝などに協力してもらい、宝塚市の魅力をア

ピールする（企業資源の活用を） 

 

休憩時間に、なぜ議員になったのか、宝塚歌劇がもし宝塚からなくなった場合の税収の影響など

の質問があった。 
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意見交換会報告（７月１６日宝塚高校） 

 

第４班 

テーマ   高校生が考えるまちづくり 

参加議員名 梶川 みさお、泉 友紀、村松 あんな 

参加生徒数 ５人 

 

【アイスブレイク】 

・自己紹介。 

・生徒はヒューマンサイエンス類型という授業を選択。コミュニケーションについて学んでい

る。平田オリザ氏が講演に来たことも。 

 

 

【小テーマ】：生徒が事前に考案 

 

１．宝塚市はなぜ地味なのか 

（生徒）目立つものがない。 

（生徒）山ばかり。 

（生徒）宝塚歌劇しかない。 

（議員）宝塚歌劇は派手では。 

（議員）過去に宝塚ファミリーランドがあった。 

（議員）温泉もある。 

（生徒）カラオケなどもあるが全部が古い。 

（生徒）川西市が最近栄えているので、宝塚のお店に寄って帰ろうと思わない。 

（議員）川西市は駅前にお店が集中しているので寄りやすい。 

 

２．宝塚市の魅力を教えてほしい 

（議員）魅力というか特徴であるが、女性議員が半数以上で全国トップクラス。 

（議員）ウィルキンソンタンサンの発祥の地。ホテル若水近くに自然に炭酸が湧いているところ

がある。 

（議員）大阪、神戸、京都などにアクセスしやすいが、まちに戻ると落ち着いていてゆっくり暮

らせる。 

 

３．アピアをもっと盛んにしてほしい 

（議員）アピアホールを安価に借りることができれば。イベントをすれば人が来る可能性も。 

（生徒）スターバックスコーヒーなど学校帰りに寄りたくなるお店があったらいい。 

プリクラの機械が壊れたまま。プリクラ機を置いてほしい。 

（議員）空き店舗が多い。民間企業の参入には人が来る循環がなければいけない。きっかけにな

る店舗などがあればとは考える。 

（生徒）文化祭の後にプリクラを撮りたいが、今は西宮北口のアクタまで行っている。 

（生徒）サイゼリアなどもあったらいい。 

（議員）市役所の職員も逆瀬川駅を利用するので、職員も寄りやすいお店があるといい。 

 

４．バスが少ない、高い 

（生徒）逆瀬川駅から高校までのバスの定期代に 9万円/年かかっている。無償化してほしい。 

（生徒）学年によって乗るバスを分けられている。1年生は 7：15～7：30、2年生は 7：30～ 

8：00、3年生は 8：00～8：30。授業は 8：55～。乗れなかったら歩くしかない。 

（生徒）帰りもかなり並ぶので、乗れずに歩くこともある。 

（生徒）寝坊したからといって、タクシー使用、親に送迎してもらうことは禁止。 
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（生徒）30分間に 3～4本程度ある。 

（議員）他の学年のバスに乗ることはできないのか。 

（生徒）制服のワンポイントの色が学年によって異なるので、他の学年のバスには乗れない。 

（議員）市からの補助金も必要。 

（議員）公共交通の経営が厳しい状況は全国的な課題。 

（議員）増便となるとバスを新しく手配し、運転手を探さないといけない。 

（生徒）バスはぎゅうぎゅうで押されて誰かが倒れそうなほど。先生や一般の人も乗る。 

（議員）皆さんから話を聞きつつ議員も乗って状況を確認することが必要だと感じている。 

（議員）バス 1台にどの程度の乗車があり、乗れない生徒が 1学年あたりどの程度の割合いるのか

など具体的なものがあると良い。 

（生徒）先生が毎朝バスに乗車する生徒を数えている。 

（生徒）部活の朝練などの影響で、バスに乗れるかどうかは日によって違う。 

（議員）採算が見込めなければ増便の決断は難しいので、具体的な数字があると良い。 

（議員）どの時間帯にバスを増やせば生徒皆が乗車できるか。 

（生徒）西高は学生便がある、県宝はない。 

（生徒）全学年の便の最後に乗れなかった人のためのバスを増やすなどは。 

（議員）学年の最終の便を学生専用かつ直行便にするなどは。増便より話はしやすい。 

（議員）学年の最終便は混んでいるので、市民の利用者も 1本前の便か次の便に乗った方がぎゅう

ぎゅうではない。 

 


